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十

�静岡国体での応援の様子
�楽団の練習
�昨年のリハーサル大会での楽団演奏
�花いっぱい運動
�サルビアとマリーゴールドのプランター

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
参
加

す
る
十
六
チ
ー
ム
の
応
援
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
ご
と
に
応
援
す
る
チ
ー

ム
を
決
め
、
事
前
に
応
援
グ
ッ
ズ

の
作
成
な
ど
を
し
て
も
ら
い
、
会

場
の
ス
タ
ン
ド
で
チ
ー
ム
の
応
援

を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で

す
。
あ
な
た
も
各
地
域
で
特
色
の

あ
る
応
援
を
行
っ
て
大
会
を
盛
り

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は

お
近
く
の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
行
わ
れ
て
お

り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
手
に
よ

っ
て
市
内
各
所
に
プ
ラ
ン
タ
ー
が

置
か
れ
、
国
体
ム
ー
ド
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
花
の
配
付

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
た
く
さ
ん
の
花
で
選
手
や

観
客
の
み
な
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
単
位
で
、
成
年

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
成
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
、そ
し
て

デ
モ
ス
ポ
行
事
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
、ビ
リ
ヤ
ー
ド
競
技
の
開
催
ま
で
、

い
よ
い
よ
あ
と　

日
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

５０

月
二
十
三
日
�
に
は
試
合

開
始
前
に
開
始
式
が
行
わ

れ
ま
す
。
成
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
会
場
の
ピ
オ
ー
ネ
球
場
で

は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
保

育
園
・
幼
稚
園
児
に
よ
る
踊
り
、

婦
人
会
に
よ
る
踊
り
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
現
在
各
団
体
で
本
番
に

向
け
て
の
練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
式
典
で
は
、
新
見
ウ
ィ

ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
中
学
生
・

高
校
生
お
よ
び
一
般
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
音
楽
隊
の
演
奏
が
行
わ
れ

る
予
定
で
、
こ
ち
ら
も
本
番
に
向

け
て
練
習
や
準
備
に
追
わ
れ
て
い

みんなの力でみんなの力で
成功させよう成功させよう

お
か
や
ま
国
体
開
催
に
向
け
て

お
か
や
ま
国
体
開 
催
に 
向 
け 
て

�

�

�

�

�
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国体を 見に
行こ う！

グラウンド・ゴルフ
　ゴルフをアレンジしたスポーツで、鳥取県泊
村で考案されました。ある程度の広さがあればど
こでも楽しめ、高度な技術が不要でルールも簡
単。高齢者から子供まで、誰でも楽しめることが
人気の理由です。ホールインワンすると合計打数
から３打マイナスできる特典があり、一発逆転
ができるのも醍醐味のひとつです。

●グラウンド・ゴルフ競技
◆日程／１０月２３日（日）
◆会場／岡山県健康の森ふれあい広場

ビリヤード
　手球（白球）をキュー（つき棒）でついて、的球
をテーブルの隅のポケット（穴）に落とすスポー
ツです。集中力と先を読む洞察力が勝負の分か
れ目です。

●ビリヤード競技
◆日程／１０月２３日（日）
◆会場／哲西体育館

デモスポデモスポ 行事開催

★市民ビリヤード大会開催！
　デモスポ大会前日の２２日、国体会場を
使って市民を対象としたビリヤード大会
（ジュニア・女性・一般の部の３種別）
を開催します。選手になったつもりで雰
囲気を味わってください。

◇日　　程／１０月２２日（土） ９:００～
◇場　　所／哲西体育館
◇申込方法／電話かＦＡＸで事務局へお

申込ください。
◇申込締切／９月２０日（火）

　デモスポ行事とは、デモンストレーションとしてのスポーツ行事のこと。来月にはいよいよ哲多で「グラウンド・ゴルフ競

技」が、そして哲西では「ビリヤード競技」が開催されます。それぞれ白熱した競技が展開されるので見どころがいっぱい

です。地元で開催される国体をぜひ見にいきましょう。そして選手たちにあたたかい声援をお願いします。

�問い合わせ先�

◎成年女子ソフトボール競技
　晴れの国おかやま国体新見市実行委員会
　新見市実行委員会事務局（教育委員会国体推進課内 ��６２４１）

◎グラウンド・ゴルフ競技
　晴れの国おかやま国体新見市実行委員会
　哲多実行委員会事務局（哲多支局市民福祉課内 ��２１１２）

◎ビリヤード競技
　晴れの国おかやま国体新見市実行委員会
　哲西実行委員会事務局（哲西支局市民福祉課内 ��２１１２・FAX�２１６８）
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この一票�
私にできる�
国づくり� 

同
時
に
三
種
類
の 

 

投
票（
審
査
）が
行
わ
れ
ま
す

　

今
回
の
第
四
十
四
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
で
は
、
岡
山
県
を
五
つ

の
区
域
に
分
け
て
候
補
者
個
人
に

投
票
す
る
小
選
挙
区
選
出
議
員
選

挙
と
、
中
国
地
方
を
一
つ
の
単
位

と
し
て
政
党
な
ど
に
投
票
す
る
比

例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
二
種
類

の
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
選
挙
に
合
わ
せ

て
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

全
部
で
三
種
類
の
投
票
（
審
査
）

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い

た
め
に
も
投
票
方
法
な
ど
を
十
分

確
認
の
う
え
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

 

市
内
で
投
票
で
き
る
人

　

今
回
、
市
内
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
条

件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
選
挙
に
用
い
る

選
挙
人
名
簿
は
、
八
月
二
十
九
日

�
を
基
準
日
と
し
て
作
成
し
ま
す
。

①
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民

　

昭
和
六
十
年
九
月
十
二
日
以
前

（
十
二
日
を
含
む
。）
に
生
ま
れ

た
人

②
三
か
月
以
上
新
見
市
内
に
お
住

ま
い
の
人

　

平
成
十
七
年
五
月
二
十
九
日
以

前
（
二
十
九
日
を
含
む
。）
か

ら
引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人
。

③
選
挙
当
日
、
選
挙
権
の
あ
る
人

　

「
選
挙
人
名
簿
」に
登
録
さ
れ
て

い
て
、
投
票
日
当
日
、
実
質
的

に
選
挙
権
の
あ
る
人

　

年
齢
が
二
十
歳
に
達
し
て
い
る

人
で
も
、
市
内
へ
の
転
入
届
を
し

て
以
後
三
か
月
が
経
過
し
て
い
な

い
人
（
平
成
十
七
年
五
月
三
十
日

以
降
の
転
入
者
）
は
、
市
内
の
投

票
所
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
人
は
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
前
住
所
地
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
投
票

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
前
住
所
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
は
、
八
月
二
十

九
日
頃
、
各
世
帯
に
封
書
で
郵
送

し
て
い
ま
す
。
入
場
券
は
八
名
連

記
式
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
投

票
当
日
は
そ
れ
ぞ
れ
ご
自
分
の
投

票
所
入
場
券
を
お
持
ち
に
な
り
投

票
所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
の
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の

投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
確
か
め
の
上
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　

投
票
時
間
は
市
内
す
べ
て
の
投

票
所
で
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
で
す
。（
投
票
所
を
閉
じ
る
時

刻
を
二
時
間
繰
り
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）　

投

票
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
で
、

投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
、

早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
票
所
入
場
券
を
紛
失

さ
れ
た
場
合
で
も
、
投
票
当
日
に

決
め
ら
れ
た
投
票
所
で
再
交
付
を

受
け
れ
ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

 

投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
市
内
に
七

十
五
か
所
の
投
票
所
を
設
置
し
ま

す
。

　

投
票
所
の
場
所
に
つ
い
て
は
、

投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
投
票
区
に
つ
い
て

は
、
会
場
の
都
合
な
ど
に
よ
り
従

前
の
投
票
所
施
設
と
は
異
な
っ
た

　

来
る
九
月
十
一
日
�
、
全
国
一
斉
に
第
四
十
四
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
お
よ
び
第
二
十
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

選
挙
は
、
有
権
者
の
み
な
さ
ん
が
政
治
に
参
加
す
る
大
切
な
機
会
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
投
票
に
参
加
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
将
来
を
決
定

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
候
補
者
や
政
党
等
の
政
見
な
ど
を
十
分
に
見
極
め
て
、

責
任
あ
る
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

 は 投票 日
選挙
判官国民審査
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施
設
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
新
見
第
四
投
票
区
（
高
尾
）

　

（
旧
）新
見
第
一
中
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　

↓

　

（
新
）岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

支
局
（
旧
阿
新
地
方
振
興

局
）

■
大
佐
第
十
投
票
区
（
大
井
野
）

　

（
旧
）大
井
野
源
流
料
理
道
場

　
　
　
　
　
　

↓

　

（
新
）源
流
の
家

 

投
票
の
方
法

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
投
票
用
紙

は
三
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
用
紙

の
色
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
の
投

票
用
紙
（
薄
い
黄
色
）
に
は
候
補

者
の
氏
名
を
、
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
の
投
票
用
紙
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
に
は
政
党
な
ど
の
名
称
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
投
票
用
紙（
ピ
ン
ク
色
）

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
審
査
に
付
さ

れ
る
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
氏
名

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
や

め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う
裁
判

官
の
氏
名
の
上
欄
に
×
印
を
つ
け

て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
選
挙
（
審
査
）
ご
と
に

投
票
用
紙
の
色
が
違
い
ま
す
の
で
、

投
票
の
前
に
必
ず
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

 

期
日
前
投
票

　

投
票
は
、
選
挙
の
期
日
（
九
月

十
一
日
�
）
に
、
決
め
ら
れ
た
投

票
所
で
行
う
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

し
か
し
、
当
日
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
所
へ
出
向
い
て
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
投
票

日
の
前
日
ま
で
に
期
日
前
投
票
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
期
日
前

投
票
は
、
市
内
五
ヶ
所
の
会
場
で

既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
九
月
十
日

�
ま
で
の
間
、
毎
日
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で
、
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
期
日

前
投
票
は
、
九
月
四
日
�
〜
九
月

十
日
�
ま
で
の
間
、
毎
日
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
五
か
所
全

て
の
期
日
前
投
票
所
で
、
市
内
の

有
権
者
全
て
の
人
に
投
票
い
た
だ

け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

期
間
中
ご
都
合
の
良
い
期
日
前
投

票
所
に
、
入
場
券
を
（
届
い
て
い

る
場
合
の
み
）
お
持
ち
の
う
え
お

い
で
く
だ
さ
い
。

 

開
票
の
日
時
・
場
所

　

開
票
は
、
次
の
場
所
で
市
内
の

全
て
の
投
票
を
一
括
開
票
し
ま
す
。

日
時　

九
月
十
一
日
�

　
　
　
　

午
後
八
時
十
五
分
開
始

場
所　

思
誠
小
学
校
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
�
�
６
１
５
２
）

9月 １ １ 日
第��回衆議院議員総
第��回最高裁判所裁

《第44回衆議院議員総選挙》�

投票用紙は２種類　よく確かめて�

政
党
等
の
名
称�

候
補
者
の
氏
名�

!

場　　所名　　称

新見市山村開発センター新見期日前投票所

大佐源流振興館大佐期日前投票所

神郷保健センター神郷期日前投票所

新見市哲多支局哲多期日前投票所

きらめき広場・哲西哲西期日前投票所

期日前投票所一覧
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�
�
�

業
集
落
排
水
、
小
規
模
集
合
排
水

処
理
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い
る

地
域
以
外
で
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

設
置
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
分
担
金
は
、
一
戸
当
た
り

二
十
万
円
で
す
。
使
用
料
金
は
、

一
般
家
庭
（
一
か
月
）
で
均
等
割

千
五
百
七
十
五
円
、
人
数
割
（
一

人
に
つ
き
）
五
百
二
十
五
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
使
用
料
を
世
帯

員
数
で
算
定
し
て
い
る
世
帯
の
人

は
、
世
帯
員
の
減
少
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
早
め
に
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
次
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
管
理
係

　
　

（
�
�
６
１
３
８
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　
　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　
　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　
　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　
　

（
�
�
２
１
１
３
）

環
境
と
く
ら
し
に
や
さ
し
い

平成１７年９月１日現在

TEL営業所住所工事店名No.

��-����新見市大佐田治部����-�㈲山田産業���

��-����新見市大佐田治部����-�㈱エイワ���

��-����新見市大佐小阪部����-�村上工業㈱���

��-����新見市大佐小阪部����児玉電気工事店���

����-��-����真庭市惣���-�㈱メイク���

��-����新見市大佐田治部����㈲トーゴー電器���

����-��-����真庭市勝山���㈲松尾水道���

����-��-����真庭市本郷����-�㈲オオタ電業���

��-����新見市大佐上刑部���㈲雛田建設���

��-����新見市哲西町上神代����-�川原建設㈲���

��-����新見市哲西町畑木����-�田原設備���

��-����新見市哲多町田淵����㈲サンワ設備　哲多支店���

��-����新見市哲西町矢田����山口設備���

��-����新見市哲西町大野部����三光工業㈲���

��-����新見市哲西町上神代����三栄建設㈱���

���-����-����新見市哲西町矢田����-�広島ガス住設㈱　哲西営業所���

��-����新見市哲西町大野部���㈲戸川木材���

��-����新見市哲多町矢戸���奥田建設㈱���

��-����新見市哲多町本郷���-�㈱上山住建���

��-����新見市哲多町老栄���共同建設㈲���

��-����新見市哲多町矢戸���-�藤井鉄工所���

��-����新見市神郷下神代����㈲橋本住宅���

��-����新見市神郷下神代����神郷建設㈱���

��-����新見市高尾���竜本電気工業所���

��-����新見市新見����㈲山口工業所���

���-����-����新見市神郷釜村����-�K＆K Project���

����-��-����真庭市中���-�母里建設㈱���

　

水
洗
化
で
快
適
な 

　

生
活
環
境
を

　

排
水
設
備
工
事
は
所
定
の
基
準

で
施
工
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

市
で
は
百
二
十
七
社
の
「
下
水
道

排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
を
指
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
中
か
ら

業
者
を
選
ん
で
工
事
依
頼
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
排
水
設
備
工
事
費
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
『
水
洗
便

所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
お
よ

び
利
子
補
給
制
度
』『
介
護
保
険
制

度
の
住
宅
改
修
サ
ー
ビ
ス
』『
高
齢

者
等
住
宅
改
造
事
業
助
成
制
度
』

や
既
設
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
有

効
利
用
す
る
た
め
の
『
既
設
浄
化

槽
再
利
用
工
事
補
助
金
制
度
』
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

但
し
、
工
事
着
手
後
で
は
助
成

制
度
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
必

ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽 

　

の
設
置
を

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
（
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
含
む
）
農
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TEL営業所住所工事店名No.TEL営業所住所工事店名No.

��-����新見市新見����-��亀川土木設計事務所����-����新見市高尾����-�㈲トミヤ電気設備�

����-��-����真庭市勝山����-�㈲仲山設備����-����新見市新見���片岡工業㈱�

��-����新見市新見����-�㈲黒田設備建材店����-����新見市新見����-��平松住宅設備�

����-��-����総社市清音柿木���-�吉備設備工業㈱����-����新見市西方����㈱金田組�

��-����新見市哲西町矢田����-�吉原建材㈲����-����新見市新見���-�㈱三備電業社�

��-����新見市大佐田治部����-�㈲豊田����-����新見市新見���-�杉岡建設㈱�

����-��-����真庭市上水田����-�山本設備工業㈱����-����新見市西方����-�㈲べんりや�

��-����新見市高尾����-�妹尾工務店����-����新見市高尾���-��伯備建設㈱�

��-����新見市金谷����㈲新菱電機����-����新見市正田���東亜電工㈱�

��-����新見市正田���-�白川土木㈱����-����新見市新見���-�㈲三和設備��

��-����新見市哲西町大竹��-��㈲あしん設備����-����新見市高尾����-�西村工業㈱��

��-����新見市下熊谷����妹尾住建����-����新見市千屋実���㈲小田工務店��

����-��-����真庭市勝山���㈱三協商建����-����新見市上熊谷����-�毛利建設㈲��

��-����新見市長屋��-�㈲上山工務店����-����新見市高尾����-�新輝電業��

����-��-����倉敷市真備町箭田���-��㈲ミヤモト設備����-����新見市高尾���-��㈱中西工務店��

��-����新見市哲西町矢田����-�㈲ヤスダ工業����-����新見市下熊谷����-�備北プロパン㈱��

��-����新見市正田���-�㈲にいみ住設����-����新見市新見���-�㈲吉田工業所��

��-����新見市上熊谷����㈱杉本工業����-����新見市石蟹��㈲小川工務店��

��-����新見市上市���-�㈱新見メンテック����-����新見市高尾����-��㈱中電工新見営業所��

����-��-����高梁市津川町今津����滝口建設㈱����-����新見市西方����宮本工業㈱��

����-��-����真庭市下呰部���-�㈱ホクセツテクノ����-����新見市草間����山一電気工事��

����-��-����津山市小田中����-��㈱ハヤシ産業����-����新見市足見��大塚産業㈱��

��-����新見市新見����-�溝手電機����-����新見市西方���-�㈱佐々木組��

����-��-����真庭市若代��㈲岡北産業����-����新見市石蟹���共栄鉄工㈲��

��-����新見市金谷����-�㈱小林建設����-����新見市井倉���小川建築工業所��

���-���-����岡山市藤田���-�㈱備創建設������-��-����高梁市南町���㈲村田管工��

���-���-����岡山市鹿田町�-�-��蜂谷工業㈱����-����新見市下熊谷����-�㈲小山水道工事店��

��-����新見市大佐田治部����フジオカ������-��-����真庭市上水田����-�㈲石井建材店��

��-����新見市西方���-�田口建設㈱����-����新見市神郷油野����㈱上田建設��

����-��-����真庭市上河内��-�㈱トーコー工業所����-����新見市新見���-�丸山建設㈱��

��-����新見市神郷高瀬����㈲たかせ建設����-����新見市新見����宗宏工業㈱��

��-����新見市高尾���-�㈱榎工業所����-����新見市唐松����-�中村建設工業㈱��

��-����新見市高尾���サンフジテック㈲����-����新見市哲西町上神代���-�㈱酒木工務店��

��-����新見市高尾����-�山一工業㈱�����-���-����倉敷市東塚�-�-��㈱インテック共和��

��-����新見市大佐小阪部乗越����-�㈲鉄屋����-����新見市石蟹��㈲橋本管工事��

���-���-����岡山市白石���-�㈱アルバ・エル����-����新見市井倉���熊野建設㈱��

����-��-����真庭市下呰部���-�㈲フクエー建材店����-����新見市上市���-�新栄設備��

����-��-����矢掛町矢掛����㈱共生����-����新見市哲多町宮河内����㈲マル石設備��

����-��-����新見市大佐永富����-�後藤設備����-����新見市上市��-�㈲テクノシステムサービス��

����-��-����玉野市和田�-��-��㈲浦川設備����-����新見市上市���-�㈲奥山工務店��

����-��-����高梁市中間町��㈲タカバタケ����-����新見市哲多町大字老栄����㈲ガスサ- ビス善��

���-���-����倉敷市玉島阿賀崎����-�㈲アイ設備工業����-����新見市高尾����-��千崎建設㈲��

����-��-����高梁市巨瀬町���福滝建設㈱������-��-����総社市井尻野���-�㈲イケガミスチｰル��

���-���-����岡山市新保���-��㈱至道工業����-����新見市千屋実����-�田枝建設㈱��

����-��-����高梁市正宗町����-�㈲森下設備�����-���-����倉敷市西富井����-��積和建設倉敷㈱��

����-��-����新見市石蟹��㈱吉村建設����-����新見市哲多町本郷���-�広兼電機㈱��

��-����新見市哲西町大野部���川上設備㈲������-��-����高梁市横町����-�中村建設㈱��

����-��-����真庭市下市瀬����-�池田農機㈱����-����新見市井倉���-�㈲小林工業��

��-����新見市大佐小阪部����-�㈱安達建設������-��-����真庭市月田����-�㈲カネサダ設備��

��-����新見市大佐布瀬����-�㈲原田組�����-����新見市大佐小阪部����㈲ダイキ商工��

新見市下水道排水設備指定工事店名簿
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市内２１会場で行政地区総代会開催
　

新
し
い
新
見
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
行
政
地
区
総
代

会
を
、
七
月
五
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
市
内
の
二
十
一

会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
新
市
の
地
区
総
代
の
み
な
さ

ん
に
、
施
政
方
針
や
予
算
の
内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
、
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
各
地
区
の
行
政

地
区
総
代
会
で
質
問
の
あ
っ
た
事
項
の
う
ち
全
市
共
通

の
事
項
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
政
地
区
地
域
交
付
金
関
係

地
域
交
付
金
の
総
代
手
当

の
目
安
を
示
し
て
ほ
し
い
。

一
戸
当
た
り
千
円
程
度
が

基
準
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
最
終
的
に
は
地
区
で
結

論
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
活

性
化
の
た
め
に
交
付
金
を
活
用
す

る
よ
う
地
区
で
決
め
て
く
だ
さ
い
。

地
域
交
付
金
の
実
績
報
告

に
は
何
が
必
要
か
。
交
付

金
を
返
納
す
る
事
態
に
な
っ
た
場

合
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

市
か
ら
お
送
り
す
る
「
実

績
報
告
書
」
と
「
収
支
決

算
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
領
収
書
な
ど
の
提
出
は
い
た

だ
き
ま
せ
ん
の
で
地
区
の
会
計
担

当
で
領
収
書
な
ど
を
控
え
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
余
剰
金
が

あ
れ
ば
、
市
か
ら
の
通
知
に
よ
り

返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

各
支
局
総
務
企
画
課

　

（
新
見
支
局
�
�
６
２
０
８
）

　

（
大
佐
支
局
�
�
２
１
１
１
）

　

（
神
郷
支
局
�
�
６
１
１
１
）

　

（
哲
多
支
局
�
�
２
１
１
１
）

　

（
哲
西
支
局
�
�
２
１
１
１
）

道

路

関

係

道
路
の
草
刈
り
清
掃
に
つ

い
て
、
以
前
は
補
助
が
あ

っ
た
が
今
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
道
で
あ
れ
ば
百
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
千
円
の
報
償
費

の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

道
路
の
草
刈
り
実
績
報
告

に
は
路
線
毎
に
写
真
が
必

要
な
の
か
。
ま
た
、
市
道
の
区
間

が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
。

写
真
は
、
全
部
で
一
〜
二

枚
程
度
で
結
構
で
す
。
ま

た
、
市
道
か
ど
う
か
不
明
な
と
こ

ろ
は
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
調
べ
て

報
告
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
建
設
課
管
理
係

　

（
�
�
６
１
３
１
）

農

林

関

係

以
前
に
設
置
し
た
猪
の
防

護
柵
の
補
修
・
修
繕
は
助

成
の
対
象
と
な
る
の
か
？

対
象
外
で
す
。
た
だ
し
、

ト
タ
ン
を
電
気
柵
に
変
え

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

詳
し
く
は
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

情
報
化
関
係

現
在
で
も
情
報
通
信
、
光

フ
ァ
イ
バ
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
可
能
だ
が
、
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
は
必
要
か
。

光
通
信
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
ヤ
フ

ー
な
ど
）
で
の
サ
ー
ビ
ス

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域

（
大
佐
）で
も
六
月
か
ら
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
の

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

シ
ス
テ
ム
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
戸
一
戸
の
格
差
が
な
い
よ
う
に

計
画
検
討
し
、
詳
細
に
つ
い
て
各

地
区
で
説
明
会
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
二
〇
一
一
年
か

ら
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
が
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
な
り
、
従
来
の
テ
レ

ビ
が
ご
覧
い
た
だ
け
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
の
整
備
に
よ
り
各
家
庭
で
デ
ジ

タ
ル
放
送
が
受
信
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
地
域
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

情
報
政
策
課
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
事
業
係

　

（
�
�
３
１
５
４
）

環
境
問
題

山
の
中
に
粗
大
ゴ
ミ
な
ど

が
大
量
に
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
ゴ
ミ
は
誰
が
処

分
す
る
の
か
。

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
つ
い

て
は
、
見
か
け
た
ら
注
意

を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市

へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
市
報

回
答

質
問

回
答

質
問

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答
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ま
す
。
現
在
の
週
三
日
と
隔
週
土

曜
日
の
午
前
中
の
診
療
が
、
週
五

日
診
療
と
な
る
予
定
で
す
。
毎
日

二
十
四
時
間
診
療
体
制
と
な
る
と

常
勤
小
児
科
医
が
最
低
で
も
四
人
、

さ
ら
に
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
現

状
で
は
二
十
四
時
間
診
療
体
制
を

と
る
の
は
難
し
い
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課

　

（
�
�
６
１
２
９
）

そ

の

他

合
併
に
よ
り
様
々
な
分
野

で
地
域
の
再
編
の
必
要
性

を
感
じ
る
が
、
市
の
方
針
は
ど
う

か
？

市
町
合
併
に
よ
り
、
か
つ

て
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た

制
度
（
介
護
保
険
な
ど
）
を
一
本

化
す
る
こ
と
と
し
、
交
通
体
系
に

つ
い
て
も
再
編
し
ま
す
。
今
年
度

は
、
新
市
の
総
合
振
興
計
画
、
介

護
保
険
事
業
計
画
、
老
人
保
健
福

祉
計
画
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
新
市

の
計
画
づ
く
り
が
重
要
な
年
度
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
政
策
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
再
編
推
進
課

　

（
�
�
６
２
１
４
）

下
水
道
関
係

最
近
、
汚
水
管
の
清
掃
な

ど
の
営
業
に
、
不
審
な
業

者
が
頻
繁
に
訪
れ
て
対
応
に
困
っ

て
い
る
。
市
と
し
て
の
対
応
策
は

な
い
の
か
。

市
は
汚
水
管
な
ど
の
清
掃

に
つ
い
て
、
業
者
指
定
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
も
し
不
審
と

思
わ
れ
る
業
者
な
ど
が
訪
問
し
た

場
合
、
市
役
所
下
水
道
課
ま
た
は

新
見
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
管
理
係

　

（
�
�
６
１
３
８
）

　

新
見
警
察
署

　

（
�
�
０
１
１
０
）

小
児
医
療
関
係

小
児
科
医
の
確
保
に
つ
い

て
、
現
在
の
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

小
児
科
医
は
全
国
的
に
大

学
、
大
病
院
で
も
不
足
し

て
い
る
の
が
実
状
で
す
。
来
春
か

ら
常
勤
医
師
が
市
内
の
病
院
に
来

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

な
ど
で
も
周
知
徹
底
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
る
ゴ
ミ
な
ど
の
処
分
に
つ
い

て
は
、
現
地
を
確
認
の
う
え
対
応

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
�
�
６
１
２
４
）

学

校

関

係

学
校
統
合
に
よ
り
廃
校
と

な
っ
た
旧
校
舎
の
利
用
方

法
は
考
え
て
あ
る
の
か
。

地
元
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
今

後
の
利
用
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

質
問

質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

回
答

叙位叙勲
　生前の功績が讃えられ、故杉野　武氏（正田）に従

六位瑞宝双光章が授与されました。

故 
杉 
野　

武
氏

　

元
新
見
市
立
正
田
小
学
校
長
杉
野　

武
氏

（
平
成
十
七
年
六
月
十
日
死
去
）
に
、
従
六
位

瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
野
氏
は
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
に
高
知
大

学
教
育
学
部
を
卒
業
後
、
倉
敷
市
立
東
中
学
校

に
助
教
諭
と
し
て
赴
任
さ
れ
教
職
の
道
を
歩
み

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、
主
に
旧
新
見
阿
哲

の
中
学
校
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
六
年
四
月
か
ら

新
見
市
立
千
屋
小
学
校
の
校
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
岡
山
県
備
北
青
年
の
家
所
長
、

新
見
市
立
正
田
小
学
校
校
長
を
務
め
、
平
成
十

五
年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
教
育
行
政
で
も
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、

特
に
社
会
教
育
の
充
実
・
発
展
に
尽
力
し
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

結婚推進委員が結婚推進委員が
委嘱されました委嘱されました

　結婚適齢者の個別支援、出会いの場の提供など結

婚に関する相談に応じる結婚推進委員が委嘱されま

したので紹介します。

【会長】

堂本　義春（大佐田治部）

【副会長】

畑　　　裕（西方）

宮崎　達子（哲西町八鳥）

【委員】

吉井　菜水（新見）　角瀬　武代（千屋井原）

日名口　稔（新見）　藤澤　　清（唐松）

大西　廣士（土橋）　梶原　洋子（大佐永富）

前田　秀男（神郷油野）

前田須磨子（神郷下神代）

小川けい子（哲多町田渕）

宮崎　良正（哲多町本郷）

藤本　一雄（哲西町大野部）
（以上十四人、敬称略）

■問い合わせ先

　農林課農業畜産振興係（��６１３３）
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み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

案
な
ど
の
公
表
の
方
法 

お
よ
び
意
見
提
案
用
紙

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://
w

w
w

.city.n
iim

i.ok
ayam

a.j
p

）
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市

役
所
市
民
ホ
ー
ル
、
各
支
局
窓
口
、

　

今
年
度
策
定
す
る
「
新
見
市
総

合
振
興
計
画
」
は
、
新
見
市
に
お

け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政

運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想
と

し
て
、
今
後
十
年
間
の
進
む
べ
き

方
向
性
を
示
す
重
要
な
計
画
で
す
。

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

意
見
や
情
報
の 

提
出
方
法
・
提
出
先

　

意
見
な
ど
の
提
出
方
法
は
、
所

定
の
様
式
に
よ
り
郵
便
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
三
種
類

の
う
ち
い
ず
れ
か
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
提
出
先
】

○
郵
便
の
場
合

　

〒
七
一
八
�
八
五
〇
一

　

新
見
市
新
見
三
一
〇
�
三

　

新
見
市
企
画
課
企
画
政
策
係

○
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合

　

新
見
市
企
画
課
企
画
政
策
係

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６
２
４
３
）

○
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　

k
ik

ak
u

@
city.n

iim
i.ok

aya
m

a.jp

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

の
場
合
に
は
、
件
名
に
必
ず
「
総

合
振
興
計
画
意
見
公
募
」
と
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

意
見
の
募
集
期
間

　

九
月
一
日
�
〜
三
十
日
�

※
郵
便
の
場
合
は
当
日
必
着

ご
提
案
い
た
だ
い
た
意
見

な
ど
の
考
慮
お
よ
び
公
表

①
ご
提
案
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど

を
考
慮
し
て
、
新
見
市
総
合
振
興

計
画
に
つ
い
て
意
思
決
定
を
行
う

こ
と
と
し
ま
す
。

②
新
見
市
総
合
振
興
計
画
に
つ
い

て
、
意
思
決
定
を
行
っ
た
と
き
に

は
提
案
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
に

対
す
る
市
の
考
え
方
、
お
よ
び
新

見
市
総
合
振
興
計
画
案
を
修
正
し

た
と
き
は
そ
の
修
正
の
内
容
を
、

今
回
の
案
な
ど
の
公
表
方
法
と
同

じ
方
法
に
よ
り
一
定
期
間
公
表
し

ま
す
。

　

意
見
な
ど
を
い
た
だ
い
た
人
あ

て
に
個
別
の
連
絡
は
い
た
し
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
本
手
続
き
は
、
い
わ
ゆ

る
住
民
投
票
の
よ
う
な
案
の
賛
否

を
問
う
も
の
で
な
い
た
め
、
賛
否

の
結
論
だ
け
を
示
し
た
意
見
な
ど

に
は
市
の
考
え
方
を
示
さ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
政
策
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

新
見
市
総
合
振
興
計
画
策
定
に
係
る
意
見
募
集
中

１０月か ら
国民健康保険証が 
新 しく なりま す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加

入
者
の
み
な
さ
ん
が
病
気
や
け

が
な
ど
の
時
、
経
済
的
な
不
安

が
な
く
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）
は
毎
年
更
新

し
て
い
ま
す
。
現
在
お
使
い
に

な
っ
て
い
る
保
険
証
（
桃
色
）

の
有
効
期
限
は
九
月
三
十
日
ま

で
で
す
。

　

十
月
一
日
か
ら
は
、
新
し
く

「
う
ぐ
い
す
色
」の
保
険
証
に
な

り
、
有
効
期
限
は
平
成
十
八
年

九
月
三
十
日
に
な
り
ま
す
。
新

し
い
保
険
証
は
郵
送
、
ま
た
は

窓
口
交
付
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
お
渡
し
し
ま
す
。（
発
送
は
九

月
下
旬
を
予
定
）

　

新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ

た
ら
、
記
載
内
容
を
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
、

保
険
年
金
課
国
保
年
金
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
十
月
一
日
以
降
に
医

療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
（
前

月
か
ら
引
き
続
き
の
場
合
も
）、

必
ず
新
し
い
保
険
証
を
医
療
機

関
の
窓
口
へ
提
示
し
確
認
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
年
金
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�
６
１
２
３
）
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 １ ０月３日 から

　

「
な
り
す
ま
し
」に
よ
る
虚
偽
の

請
求
を
未
然
に
防
止
し
、
み
な
さ

ん
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、

十
月
三
日
以
降
市
税
に
関
す
る
証

明
書
な
ど
を
請
求
す
る
際
、
窓
口

に
来
ら
れ
る
人
の
本
人
確
認
を
実

施
し
ま
す
。

　

大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
請
求
の
際
に
は
、
印
鑑
と
、

運
転
免
許
証
な
ど
ご
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
証
明
書
な
ど

・
納
税
証
明
書

・
継
続
検
査
用
軽
自
動
車
納
税
証

明
書

・
所
得
（
課
税
）
証
明
書

・
固
定
資
産
税
に
係
る
証
明
書

・
公
簿
閲
覧

■
本
人
確
認
の
方
法

　

市
税
に
関
す
る
証
明
書
な
ど
を

請
求
さ
れ
る
際
、
窓
口
に
来
ら
れ

た
人
の
本
人
確
認
資
料
を
ご
提
示

い
た
だ
き
確
認
し
ま
す
。

■
本
人
確
認
資
料
（
原
本
）

・
運
転
免
許
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
健
康
保
険
証

・
年
金
手
帳

・
そ
の
他
、
公
の
機
関
が
発
行
し

た
資
格
証
明
書
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
も
の

※
代
理
人
に
よ
る
請
求
の
場

合
は
、
本
人
確
認
資
料
に
加

え
て
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
法
人
に
か
か
る
証
明
書
な

ど
を
法
人
の
代
表
者
以
外
の

人
が
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。（
い
ず

れ
も
、
本
人
ま
た
は
代
表
者

印
の
押
印
の
あ
る
申
請
書
を

持
参
す
る
場
合
は
、
委
任
状

は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
す
で
に
戸
籍
な
ど

を
請
求
す
る
際
に
は
、
本
人

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

　

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
家
屋
（
住
宅
・
店

舗
・
工
場
・
倉
庫
・
そ
の
他
の
建
物
）
を
所

有
し
て
い
る
個
人
・
法
人
に
は
、
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、年
間
を
通
し
て
固
定
資
産
税
の

算
定
基
礎
と
な
る
家
屋
評
価
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

新
・
増
築
さ
れ
た
人
で
、
ま
だ
評
価
の
済

ん
で
い
な
い
家
屋
が
あ
り
ま
し
た
ら
「
新
・

増
築
届
」
を
、
ま
た
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と

家
屋
を
新
・
増
築
し
た
り

取
り
壊
し
た
ら
届
け
出
を

き
は
、「
滅
失
届
」
を
、
税
務
課
資
産
税
係

ま
た
は
最
寄
り
の
支
局
・
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
一
度
に

多
く
の
固
定
資
産
税
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ
た
り
、
納
め
す
ぎ
た
税
金
の
還
付
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係
（
�
�
６
１
１
７
）

市税に関する証明書
請求時に本人確認が
必要となります

新見市報道委員会
委員決定

���������	
���������

���������	
��������

��������	�
������������

������

■問い合わせ先　企画課企画広報係（��６１１４）

【委員長】

戸田　　博（上熊谷）

【副委員長】

中田　暘子（神郷油野）

【委員】

小川けい子（哲多町田淵） 沖田　恵子（哲西町八鳥）

杉　　一夫（井倉）　　 長岡　加子（新見）

橋本　直人（新見）　　 藤井　明美（大佐田治部）

古屋　和夫（正田）　　 宮田　恵介（新見）

村澤江美子（千屋）　　 串馬　邦夫（市議会総務常任委員長）

角川　宣行（企画課長） ＜以上１３人、敬称略＞
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水
源
の
森
づ
く
り

植
樹
の
つ
ど
い

　

高
梁
川
の
下
流
域
に
位
置
す
る
倉
敷
市
お
よ
び
倉
敷
市
水
道
局
で
は
、
平

成
十
年
度
か
ら
上
流
の
新
見
市
大
佐
地
内
に
お
い
て
水
源
か
ん
養
林
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
森
林
の
多
面
的
な
機
能
の
一
つ
で
あ
る
健
全
な
水
循

環
を
さ
さ
え
る
水
源
の
森
を
守
り
育
て
る
「
水
源
の
森
づ
く
り 
植
樹
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
高
梁
川
流
域
市
民
の
交
流
を
よ
り
一
層
深
め
る
た

め
、
倉
敷
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
植
樹
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日　　時　１０月８日�　１１：３０～１４：３０　小雨決行

　　　　　　※９：３０　大佐支局駐車場集合

■場　　所　大佐大井野地内伏谷道仙後官行造林地跡地

■参 加 費　無料（軽食を用意します）

■服　　装　長袖作業服、長ズボン、長靴など

　　　　　　植樹作業に適した服装

■申込締切　９月３０日�

■申し込み・問い合わせ先

　　　　　　大佐支局経済建設課（��２１１３）

参
加
者
募
集 

新見市新見市
奨学生募集中奨学生募集中

■対象

　大学生・高専生・専修生・高校生・

　専修生（高等課程）

■対象人数　若干名

■応募資格

　次のいずれにも該当する人

　①父母またはこれに相当する人が新見市に居

住していること

　②経済的事情により就学が困難であること

　③学業・品行がよく、心身ともに健康である

こと

■貸与月額

　▽大学生・高専生・専修生　３３,０００円

　▽高校生・専修生（高等課程）１４,０００円

　※いずれも無利子で、卒業の月まで貸与され

ます。

■応募締切　９月３０日�

■申し込み・問い合わせ先

　教育委員会学校教育課（��６１４６）

　経済的理由により就学が困難な人に対し、
奨学金の貸付を行っています。

■受講料　１,０００円

■講演・コンサート

　「スローな心と暮らし方」　野口　智子氏

　　（ゆとり研究所所長、NPOスローライフ・ジャ

パン事務局長）

　「マリオネットコンサート」

■主催

　備北夏期大学実行委員会

■問い合わせ先

　教育委員会生涯学習課

　（��６１４７）

輝く人生、もっといいまち
新見市合併記念「トーク＆コンサート」

第３３回

備北夏期大学
日時　９月１９日 （ 月 ）
　　　１３:３０～１６:３０（開場１２:３０）

場所　まなび広場にいみ 小ホール

マリオネット
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■■■■■■■■■■ま な び 広 場 に い み 主 催

パソコン講座�パソコン講座�
デジカメを使おう［９月］
■内容　画像加工ソフトを使ってのデジタルカメ

ラ画像の扱い方（３回連続）

■対象　パソコンで漢字入力ができ、マウス操作

のできる人

■日時

　昼の部　９月１４日�、１５日�、１６日�

　　　　　１０：００～１２：００

　夜の部　９月２８日�、２９日�、３０日�

　　　　　１８：３０～２０：３０

■会場　まなび広場にいみ２階パソコン室

■参加費　１,０００円

■定員　２０人（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（「デジカメを使おう９月」昼の部または

夜の部）、郵便番号、住所、氏名（男・女）、年齢、電

話番号を記入して、はがきまたはＦＡＸで申し

込みください。（電話では受付できません）

■申込締切

　昼の部　９月６日�必着

　夜の部　９月２０日�必着

■申し込み・問い合わせ

　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０－３

　教育委員会生涯学習課

　（��６１４７・ＦＡＸ�６１２０）

■日時　 １ ０ 月２ 日 （ 日 ） ９時３０分～１５時
■場所　夢すき公園
　　　　（日本一の親子孫水車・紙の館周辺）

■内容

・ジャンボ巻寿司４５メートル！

・郷土芸能（神郷太鼓・神楽）
・歌謡ショー

■主催　神郷イベント実行委員会

■問い合わせ先

　神郷支局経済建設課産業係（��６１１３）

岡山県生涯学習大学受講生募集
��:��～��:����:��～��:��

岡山空襲
－そのウソ、ホント－

　岡山空襲資料センター
　　理事　日　笠　俊　男

野村小三郎の生涯
－南フランスの温泉町で明治
９年に没した岡山藩のラスト
サムライ－
　日仏野村小三郎学会
　　理事　日　笠　俊　男

��月�日
（金）

医学の歴史① 
蘭館医　シーボルト
　新見公立短期大学
　　教授　石　田　純　郎

玄賓僧都の生涯と説話

　新見公立短期大学
　　助教授　原　田　信　之

��月��日
（金）

医学の歴史②
岡山藩医学館オランダ人医学
教師ロイトル
　新見公立短期大学
　　教授　石　田　純　郎 

スポーツのメッセージ①
デンマーク体操に込められた
メッセージ
　新見公立短期大学 
　　教授　桑　原　一　良

��月��日
（金）

津山を中心とした美作地方の
洋学者たち
　津山洋学資料館 
　　館長　下　山　純　正

玄賓僧都と備中の伝説

　新見公立短期大学
　　助教授　原　田　信　之

��月��日
（金）

医学の歴史③
岡山孤児院長　石井十次

　新見公立短期大学
　　教授　石　田　純　郎

スポーツのメッセージ②  
人間の体に込められたメッ
セージ
　新見公立短期大学
　　教授　桑　原　一　良

��月�日
（金）

臨地研修
岡山の玄賓伝承地を歩く②
　新見公立短期大学
　　助教授　原　田　信　之

臨地研修
岡山の玄賓伝承地を歩く①
　新見公立短期大学
　　助教授　原　田　信　之

��月��日
（金）

国際姉妹自治体交流の歴史
－市民による草の根国際交流
発展のために－
　新見公立短期大学
　　助教授　山　内　　　圭

スポーツのメッセージ③
スポーツルールに込められた
メッセージ
　新見公立短期大学 
　　教授　桑　原　一　良

��月��日
（金）

医学の歴史④
日本初の公許女医　荻野吟子
　新見公立短期大学
　　教授　石　田　純　郎

スポーツのメッセージ④
野球に込められたメッセージ
　新見公立短期大学
　　教授　桑　原　一　良

��月��日
（金）

■会　場　新見公立短期大学学生会館など
■受講料　�,���円（�日分）
■申し込み・問い合わせ先　新見公立短期大学公開講座係（������）

第１９回神郷ふるさと祭
��������	
������������������	
����������

��������	�
����
��
�

��
�

�����������������	
��

�����������	
��������������	
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新見市職員募集
（取得見込者を含む）

　なお、ヘルニアおよび腰痛の既往症のある人は、消防

職務遂行上支障となるので必ず申し出ること。

※ただし、次に該当する人は受験できません。

　（１）日本国籍を有しない人

　（２）地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該

当する人

・成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）

・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、ま

たはその執行を受けることがなくなるまでの人

■試験日および会場　

　試験日　１０月１６日�

　会　場　新見市総合福祉センター、山村開発センター、

新見公立短期大学（消防職体力測定のみ）

※第２次試験については、第１次試験の合格者に通知し

ます。

■申込期間

　９月１日�～２０日�（当日消印有効）

■受験申込書などの請求

　実施要項および申込書などは、総務企画部総務課職員

係、各支局および消防本部でお渡しします。新見市の

ホームページからもダウンロードできます。郵便で請

求される場合は、宛先（郵便番号記入）を明記し、９０

円切手を貼った返信用封筒（長形３号）を必ず同封し

てください。返信用封筒がないときは送付しません。

■申し込み・問い合わせ先

　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０－３

　新見市総務企画部総務課職員係（��６２０４）

　ホームページ　http://www.city.niimi.okayama.jp/

　新見市では、次のとおり職員採用候補者試験を実施し

ます。

■採用職種、人数、受験資格

○事務職（一般）　高校卒業以上〔１名〕

　昭和５２年４月２日以降に生まれた人で、高等学校卒業

以上の学力を有する人、または平成１８年３月末日まで

に卒業見込みの人

○保育士（兼事務職）　高校卒業以上〔若干名〕

　昭和５２年４月２日以降に生まれた人で、高等学校卒業

以上の学力を有し、かつ保育士資格を有する人、また

は平成１８年３月末日までに取得見込みの人 

○消防職（兼事務職）　高校卒業以上〔２名〕

・昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に

基づく高等学校以上の学校を卒業した人、または平成

１８年３月末日までに卒業見込みの人

・採用後は新見市に居住ができ、市内全域に通勤が可能

な人

・身体強健で、運動機能などに障害がなく、次の条件に

より消防職員としての適格性を認められる人

　①身　長　男性：１６０㎝以上の人、女性：１５５㎝以上の人

　②体　重　身長に比べ適当であること

　③胸　囲　身長のおおむね２分の１以上

　④握　力　男性：両手とも４０�以上、女性：両手とも

３０�以上

　⑤肺活量　男性：３,５００�以上、女性：２,５００�以上

　⑥視　力　矯正視力を含む両眼で０.７以上かつ一眼で

それぞれ０.３以上の視力で赤色、青色及び黄

色の色彩の識別ができること

　⑦聴　力　正常で言語明瞭であること

・普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者

ア イ デ アまちづくりの　 をお聞かせください

　市では、速やかな一体感の醸成、多様化する社
会・生活環境に対応し、活力あるまちづくりを進
めるため、市内に在住・在勤・在学のより多くの
人から意見・提言・アイデアなどをお聞きし市政
運営の参考とするため、市政懇談会を開催してい
ます。哲西支局および神郷支局管内は終了しまし
たが、９月以降は下記の会場で開催しますので、
都合のつく会場へぜひご出席ください。

会　　　場開　会開催月日

大井野地域交流ほっとサロン午後�時�月��日（月）

おおさ総合センター多目的ホール午後�時�月��日（水）

上刑部地域交流ほっとサロン午後�時�月��日（木）

布瀬地域交流ほっとサロン午後�時�月��日（火）

田治部中央会館午後�時�月��日（木）

新砥公民館午後�時�月��日（月）

夢ひろば萬歳午後�時�月��日（木）

哲多総合センター午後�時��月�日（月）

福本ふれあいセンター午後�時��分��月�日（火）

石蟹ふれあいセンター午後�時��分��月��日（火）

総合福祉センター午後�時��分��月��日（金）

草間市民センター午後�時��分��月��日（火）

熊谷市民センター午後�時��分��月��日（水）

※都合により日程が急に変更になる場合がありますの

でご了承ください。

“市長とフリートーク”“市 長 とフ リートーク” 開催！！
ア イ デ ア

■問い合わせ先

  総務企画部企画課（��６１１４）

  新見支局総務企画課（��６２０８）

  大佐支局総務企画課（��２１１１）

  哲多支局総務企画課（��２１１１）
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総務省統計局・新見市
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私
が
今
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ

と
は
、
来
月
に
新
見
で
行
わ
れ
る
成
年

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
国
体
競
技
で
す
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
興
味
を
持
っ
た
の

が
、
去
年
の
九
月
に
行
わ
れ
た
日
本
リ

ー
グ
を
見
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

生
で
一
流
の
選
手
の
プ
レ
ー
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。　

そ
こ

で
私
は
埼
玉
へ
行
く
用
事
が
あ
っ
た
の

で
、
国
体
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の

日
は
ち
ょ
う
ど
一
日
目
で
、
開
会
式
か

ら
試
合
を
全
部
見
て
き
ま
し
た
。
試
合

の
緊
迫
感
も
す
ご
か
っ
た
の
で
す
が
、

私
が
一
番
驚
い
た
の
は
、
観
客
の
人
数

が
多
く
て
開
会
式
を
ス
タ
ン
ド
で
見
ら

れ
な
い
人
が
多
数
外
で
待
っ
て
い
る
状

態
で
し
た
。
そ
れ
と
各
チ
ー
ム
の
応
援

団
で
す
。
応
援
団
の
人
に
話
を
聞
い
て

み
る
と
、
地
域
ご
と
に
各
県
の
応
援
を

決
め
て
、
試
合
の
時
は
地
域
の
人
達
が

ユ
ニ
ー
ク
な
応
援
を
し
て
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
達
も
多
く
お
ら
れ
て
、
豚
汁
や
飲
み

物
を
無
料
で
配
っ
た
り
、
ご
み
の
分
別

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
指
導
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

開
場
の
出
口
の
所
に
は
、「
来
年
は
新

見
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
今
年
は
埼
玉
以
上
に
新
見
で

の
国
体
が
盛
り
上
が
る
様
に
協
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

『国体「成年女子ソフト
　　　 ボール」について』

 田  原   伸 介   さん［上市・３８歳］
た ばら しん すけ

●提案＆お便りの送り方
・７月号で配布した専用用紙また
は官製はがきに、①提案②住所
③氏名④年齢⑤電話番号を書い
てお送りください。
・専用用紙は、折りたたむと封書
になります。切手をはらずにポ
ストに入れてください。（来年
３月末まで使用できます）
・旧新見市で平成１６年度に配布し
た専用用紙は使用できませんの
で、ご注意ください。
・ファックス、電子メールでも受
け付けています。ファックス、
電子メールも「提案＆お便り」
係に届きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　７２－６２４３
・電子メール
　idea@city.niimi.okayama.jp

私
私
は
二
児
の
母
親
で
、
四
月

か
ら
哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー
内

の
子
育
て
広
場
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
日
頃
か
ら
利
用
し
て
い
る

子
育
て
広
場
で
一
時
保
育
も
し
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
匿
名
・
女
性
）

答
一
時
保
育
の
対
象
児
童
は
、

集
団
保
育
が
可
能
な
一
歳
三

か
月
か
ら
就
学
前
の
児
童
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
は
新
見
保
育
所
と
哲
西

保
育
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
哲
多
総

合
セ
ン
タ
ー
内
（
子
育
て
広
場
）
で

は
、
親
と
子
が
集
う
場
と
し
て
子
育

て
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
施
設
内
は
、
一
時
保
育
を
想
定
し

た
児
童
福
祉
施
設
（
子
ど
も
だ
け
預

け
ら
れ
る
施
設
）
に
は
な
っ
て
い
ま

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。せ

ん
が
、
哲
多
町
内
で
の
一
時
保
育

の
要
望
な
ど
が
多
く
あ
れ
ば
、
実
施

に
つ
い
て
の
施
設
・
人
員
な
ど
の
課

題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
後
研
究

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
見
保
育
所
と
哲
西
保
育
所
で
実

施
し
て
い
る
一
時
保
育
以
外
で
は
、

あ
し
ん
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
が
あ

り
ま
す
。
現
在
四
十
人
あ
ま
り
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
お
り
、
料
金
は
一
時
間

七
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
社
会
福
祉
課
内
に
子
育
て
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

 
（
�
�
６
１
２
６
）
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    I only arrived in Niimi but already I feel like a part of the family. I 
have been overwhelmed by the feeling of community spirit that 
only `inaka` Japan has to offer. Everybody knows each other and 
stops to say `hello` in the street. This is very rare where I come 
from.  The local festival is another phenomenon not seen in New 
Zealand. Only days after arriving, I was invited to join in. I danced in 
the street for three hours and met many friendly happy people. I 
think it is amazing that local traditions are still carried out today 
and are still relevant in today’ s society. It is one of the things that 
makes Japan a special place. I look forward to further contributing 
to the local community in the future. Victoria Fairchild　

　私は新見に来たばかりなのですが、まるでこちらの家族の仲間入りをし
たかのように感じます。日本の田舎だけが持ち合わせている地域の心意気
に圧倒されますね。みんな顔なじみで、道で出会えばあいさつを交わしま
す。私の出身地ではそんなことはないです。こちらに着いてすぐにふるさ
と祭りに招かれたんですが、これもニュージーランドにはないものです。
３時間盆踊りを踊ってみて、みんな楽しそうでフレンドリーな人ばかりで
した。地域の伝統が現在まで受け継がれて今日の社会にも関係しているな
んて驚くべきことですね。そのことが日本を他とは違う特別な国にしてい
るのかもしれません。これからこの地域のためにさらにお役にたてればと
楽しみにしています。 ビクトリア・フェアチャイルド　

　

新
生
新
見
市
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
神
郷
を

出
て
七
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
生
活
・
仕
事
に
も
慣
れ
、
充
実

し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の

中
で
も
、
や
は
り
故
郷
は
懐
か
し
い
も
の
で

あ
り
、
連
休
に
近
づ
く
の
が
待
遠
し
く
な
り

ま
す
。
帰
省
す
る
と
仲
間
が
温
か
く
迎
え
て

く
れ
、
少
し
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
姿
に
驚
き
、

昔
と
全
く
変
わ
ら
な
い
笑
顔
に
癒
さ
れ
ま
す
。

そ
の
仲
間
た
ち
に
最
近
最
も
粋
な
計
ら
い
を

受
け
た
の
は
、
私
の
結
婚
の
時
で
し
た
。

　

幼
馴
染
と
結
婚
式
の
日
が
重
な
り
嬉
し
く

も
あ
り
、
式
に
出
席
で
き
な
い
・
招
待
で
き

な
い
と
い
う
悲
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
あ
る
日
一
つ
の
ビ
デ
オ
が
送
ら
れ
て
来

ま
し
た
。
早
速
再
生
し
て
み
る
と
、
も
う
し

ば
ら
く
お
会
い
し
て
い
な
い
中
学
時
代
の
恩

師
・
同
級
生
・
少
年
野
球
の
監
督
・
コ
ー
チ

な
ど
、
友
人
数
名
が
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て

作
成
し
て
く
れ
た
、
心
温
ま
る
ビ
デ
オ
レ
タ

ー
で
し
た
。
ま
さ
か
こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
送
ら
れ
て
く
る
と
は
思
い
も

寄
ら
ず
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。
参

加
し
て
頂
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
故
郷
の
仲
間

が
今
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
大
切
な

財
産
で
す
。

愛知県日進市

 福  吉   誠 二   さん（２５歳）
ふく よし せい じ

神郷油野出身
会社員

ビクトリ
ア・フェ

アチャイ
ルド

ニュー
ジーラ

ンド・オ
ークラ

ンド出
身

外国語
指導助

手とし
て神郷

中学校
、

新郷中
学校、

井倉中
学校に

勤務。

●第６通●
★
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夏おどりに１,０００人が熱狂
◆新見ふるさとまつり

　８月６日、駅前おまつり広場周辺で第３０回新見ふ

るさとまつりが開催されました。恒例の夏おどりに

は約１,０００人が参加して盛り上がったほか、お茶屋町

河原での花火大会や昭和橋の星空屋台村、同橋近く

の河川敷で行われたレーザー光線のショーやライブ

も大盛況でした。

夜空に大輪の花
◆おおさの花火

　８月１５日、大佐小阪部で「第２６回おおさの花火」が

開催され、市内外から多くの見物客が訪れました。

次々に夜空に大輪の花を咲かせる打ち上げ花火や仕

掛け花火に、訪れた人たちはため息をもらしながら見

入っていました。また、会場周辺には屋台も多数並

び、こちらも子どもたちや家族連れで賑わいました。

新見たたらの火をリレー
◆炬火リレー出発式

　８月１０日、憩いとふれあいの公園で、「おかや

ま国体」と全国障害者スポーツ大会「輝いて！

おかやま大会」の炬火リレー出発式が行われ、

２６人の市民ランナーが種火をいれたカイロを岡

山市の後楽園までリレーしました。この種火は

先月行われた炬火採火式で、市内のスポーツ少

年団の子どもたちがおこし、「新見たたらの火」

と名付けられたもので、この日の夜後楽園で行

われた集火式で、県内各市町村から運ばれた火

と一つにされました。



19 市報にいみ 第6号
September 2005

豊かな自然と手作りを満喫
◆地球元気村in大佐

　７月３０・３１日の両日、「地球元気村in大佐」が大

佐山大日高原などで開催され、県内外から訪れた

家族連れなど多くの人々が村民となりました。初

日は、参加者が受付で木の名鑑を作り、ディスク

ゴルフにチャレンジ。夕方からは地球元気村村長

の風間深志さんや石垣市長による開村式、トーク

＆ライブが開催されました。２日目は、雨のため

屋外での野外活動教室は中止になりましたが、パ

ン作り、ファーム体験など１０の手作り教室が開か

れ、それぞれ親子、仲間同士で挑戦しました。

空き校舎を利用
◆絵画教室

　７月３０日から３日間、旧高瀬小学校で

絵画教室が開催され、市内外から６１人が

参加しました。東京芸術大学教授で日本

画家の田渕俊夫画伯と大学院博士課程の

３人を講師に招き、スケッチ、水墨画、

日本画の３コースに別れて行われまし

た。田渕画伯は各コースを見て回り、参

加者の作品にアドバイスを行いました。

中央商店街で販売実習
◆新見北高ドキドキショッパーズ

　７月２９日、３０日の両日、新見中央商店

街で新見北高校商業科の生徒による販売

実習「ドキドキショッパーズ」が行われ

ました。生徒たち自身で商品の仕入れ、

販売、接客をこなし、それぞれに趣向を

凝らした３店舗をオープンさせました。

当日は多くの買い物客が訪れ、生徒たち

は笑顔で応対していました。

身近な出来事や話題などみなさんからの情報をお待ちしています。
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腔
・
喉
頭
・
食
道
が
ん
に
も
関
係

す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

�　

た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
よ
う
に

―
特
に
新
し
く
吸
い
始
め
な
い
―

　

一
日
二
十
五
本
以
上
た
ば
こ
を

吸
う
人
は
、
吸
わ
な
い
人
に
比
べ

て
喉
頭
が
ん
が
九
十
倍
以
上
、
肺

が
ん
が
七
倍
の
死
亡
比
に
な
る
こ

と
が
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

�　

食
べ
も
の
か
ら
適
量
の
ビ
タ

ミ
ン
と
繊
維
質
の
も
の
を
多
く
と

る
―
緑
黄
色
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と

―
　

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ
に
は
発

が
ん
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。

食
物
繊
維
は
便
通
を
よ
く
し
、
腸

内
の
発
が
ん
物
質
の
濃
度
を
薄
め

る
の
で
大
腸
が
ん
の
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

�　

塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、

あ
ま
り
熱
い
も
の
は
さ
ま
し
て
か

ら
―
胃
や
食
道
を
い
た
わ
っ
て
―

　

胃
が
ん
の
発
生
に
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
塩

分
の
取
り
す
ぎ
で
す
。
ま
た
、
熱

い
茶
が
ゆ
を
よ
く
食
べ
る
地
方
に

食
道
が
ん
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

�　

焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る
―
焼

け
焦
げ
の
中
に
発
が
ん
物
質
が
ふ

く
ま
れ
て
い
ま
す
―

　

焦
げ
た
部
分
を
大
量
に
食
べ
る

が
ん
予
防
十
二
か
条

�　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を

と
る
―
い
ろ
ど
り
豊
か
な
食
卓
に

し
て
―

　

偏
食
せ
ず
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
は
発

が
ん
の
危
険
性
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

�　

毎
日
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

―
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
―

　

同
じ
食
品
を
食
べ
続
け
る
こ
と

は
が
ん
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

�　

食
べ
過
ぎ
を
避
け
、
脂
肪
は

控
え
め
に
―
お
い
し
い
も
の
も
適

量
に
―

　

「
長
生
き
の
秘
け
つ
は
腹
八
分

目
に
あ
り
」
は
、
が
ん
予
防
に
も

共
通
で
す
。
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
は

乳
が
ん
に
な
り
や
す
い
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。

�　

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
―
健
康

的
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
―

　

飲
み
過
ぎ
の
害
は
肝
臓
（
肝
臓

が
ん
を
含
む
）
だ
け
で
な
く
、
口

ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム がんを予防しましょう

の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

�　

カ
ビ
の
生
え
た
も
の
に
注
意

―
食
べ
る
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
―

　

特
に
ナ
ッ
ツ
類
や
と
う
も
ろ
こ

し
の
か
び
は
強
い
発
が
ん
性
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�　

日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

―
太
陽
は
い
た
ず
ら
者
で
す
―

　

紫
外
線
で
や
け
た
肌
は
一
種
の

や
け
ど
状
態
（
炎
症
）
で
す
。
炎

症
が
長
く
続
く
と
細
胞
の
遺
伝
子

が
傷
つ
け
ら
れ
、
が
ん
を
誘
発
す

る
可
能
性
も
高
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

�　

適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

―
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
―

　

適
度
な
ス
ポ
ー
ツ
は
慢
性
疲
労

を
防
ぎ
ま
す
。
疲
労
が
慢
性
化
す

る
と
体
の
整
理
機
能
も
低
下
し
て
、

が
ん
を
含
め
た
病
気
に
も
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

�　

体
を
清
潔
に
―
さ
わ
や
か
な

気
分
で
―

　

シ
ャ
ワ
ー
や
入
浴
で
体
を
清
潔

に
保
つ
こ
と
は
、
皮
膚
が
ん
や
子

宮
頸
が
ん
な
ど
の
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
課

●総合検診（基本健康診査、結核・肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診）
支局受付時間会　　場曜日月　日

新見

９：００～１１：００石蟹ふれあいセンター木９月１日

９：００～１１：００豊永市民センター
水９月７日
木９月８日

９：００～１１：００正田ふれあいセンター火９月１３日

神郷

９：００～１０：３０神郷保健センター
水９月１４日
木９月１５日

９：００～１０：３０高瀬町民体育館
（旧：高瀬健康増進センター）

火９月２０日

９：００～１０：３０神郷北小学校水９月２１日
９：００～１０：３０油野小学校木９月２２日

新見

９：００～１０：３０城山体育館
水９月２８日
木９月２９日

９：００～１０：３０高尾小学校火１０月４日

９：００～１０：３０新見商工会議所
水１０月５日
木１０月６日

◆胃・大腸がん検診受付時間
　神郷保健センター・高瀬町民体育館・神郷北小学校・油野小学校
　　－８：００から総合検診の受付終了時間まで。
　その他の会場－７：３０から各会場の総合検診の受付終了時間まで。
　・詳細は、「新見市保健事業年間計画表」を確認してください。

　

九
月
は
が
ん
制
圧
月
間
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
日
常
生
活
を
再
点

検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
少
し
で
も

が
ん
の
原
因
に
な
る
よ
う
な
こ
と

は
遠
ざ
け
て
明
る
い
健
康
な
生
活

を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
午前9時から午後5時までです。

【担当病院・医院】

【内科】
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

【歯科】
新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

高尾高西町
介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

診 療 日：月～金曜日（祝祭日を除く）
診療時間：１９時～２１時　診療科目：内科、小児科

９月４日（日）
��０２１４太田病院新見市

�０８４７７－２－００２３瀬尾医院庄原市

�０８６７－５２－１１９１金田病院（内・外）真庭市

�０８６７－６６－３００２遠藤クリニック（外）真庭市

９月１１日（日）
��０２１４太田病院新見市

�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－４４－２６７１近藤病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－５２６７前原医院（内）真庭市

�０８６６－５２－２７０４吉弘クリニック（内）真庭市

９月１８日（日）
��２１２３渡辺病院新見市

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－５２－１１３３落合病院（内・外）真庭市

�０８６７－６２－３４００片岡医院（内）真庭市

９月１９日（月）
��２１１０新見中央病院新見市

�０８４７７－２－００２３瀬尾医院庄原市

�０８６７－６２－２２２１湯原温泉病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－３３００松坂医院（内）真庭市

�０８６６－５２－４８３３さくもとクリニック（外）真庭市

９月２３日（金）
��２１１０新見中央病院新見市

�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－５５－２１２１河本病院（内・外）真庭市

�０８６７－４４－４８４８中井医院（内）真庭市

９月２５日（日）
��３１０５長谷川記念病院新見市

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－４４－３１６１勝山病院（内・外）真庭市

�０８６７－５２－３４５６杉江医院真庭市

●ひよこクラス
時　　間会　　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００保健福祉センター月９月５日

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん
内　容　座談会
用意するもの　母子手帳

●離乳食教室 
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年１･２月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月９月１２日

●乳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年11月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火９月１３日

●1歳6か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年２月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月９月２６日

●2歳6か月児歯科健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１５年２月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火９月６日

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１４年２月生１３：００～１３：３０保健福祉センター水９月２１日

●健康相談
受付時間会　　　場曜日月　日

９：３０～１５：００

哲西支局(市民福祉課相談室)金９月２日

大佐支局（おおさ総合センター）水９月７日

神郷支局（神郷保健センター）金９月９日

哲多支局(哲多総合センター )火９月２７日

＊なお、新見支局（新見市保健福祉センター）では随時行っています。

●献血

＊６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験が
ある人に限られます。

＊身分確認ができる物を持参してください。
＊詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

支局受付時間会　　場曜日月　日

哲多
１０：００～１３：００哲多総合センター

水９月２８日
１４：３０～１５：３０健康の森学園
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備
中
国
新
見
庄
ま
つ
り 

2
0
0
5

　

新
見
庄
の
歴
史
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
「
備
中
国
新
見
庄
ま
つ
り
」
は
、

今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
十
一
月
五
日
�
・
六
日

�
の
両
日
、
旧
正
田
保
育
所
跡
地

周
辺
を
会
場
と
し
て
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

備
中
国
新
見
庄
ロ
マ
ン
の
里
づ

く
り
実
行
委
員
会
で
は
、
ま
つ
り

に
向
け
て
急
ピ
ッ
チ
で
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
創
意
と
工
夫
を
も

っ
て
幅
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
け
る
企
画
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
６
）

新
見
美
術
館
文
化
講
演
会

　

岡
山
の
美
術
界
は
、
日
本
を
代

表
す
る
作
家
を
多
く
輩
出
し
て
い

ま
す
。

　

美
術
普
及
事
業
の
新
企
画
と
し

て
、
美
術
専
門
研
究
者
に
よ
る
岡

山
ゆ
か
り
の
作
家
を
取
り
上
げ
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
第
一

回
目
と
し
て
、
生
誕
百
十
年
を
迎

え
る
池
田
遙
邨
を
と
り
あ
げ
、
倉

敷
市
立
美
術
館
学
芸
員
、
佐
々
木

千
恵
氏
を
招
き
、
文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
講
師

　

倉
敷
市
立
美
術
館
学
芸
員

　

佐
々
木
千
恵
氏

■
演
題

 
「
池
田
遙
邨
と
そ
の
周
辺
」

■
日
時

　

九
月
十
日
�
十
三
時
三
十
分
か

ら
■
会
場

　

新
見
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
定
員　

五
十
人

※
申
し
込
み
先
着
順

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
美
術
館

　

（
�
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
７
８
５
１
・
電
子

メ
ー
ルart@

ex.city.n
iim

i.o
kayam

a.jp

）

あ
っ
た
！
ア
カ
タ
ケ 

き
の
こ
狩
り

　

自
然
の
恵
の
き
の
こ
を
採
り
、

味
わ
う
こ
と
で
秋
の
自
然
を
満
喫

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
期
日

　

九
月
二
十
五
日
�

※
小
雨
決
行
、
大
雨
は
中
止

■
会
場

　

岡
山
県
備
北
青
年
の
家
野
外
活

動
場
お
よ
び
周
辺
の
山
林

■
内
容

　

き
の
こ
狩
り
、
会
食
（
き
の
こ

鍋
）、
き
の
こ
講
座
（
き
の
こ

鑑
定
）

■
講
師

　

大
杉
道
則
先
生
（
神
郷
）

■
参
加
費　

一
人 
三
百
円

■
参
加
対
象

　

幼
稚
園
児
以
上
（
大
人
だ
け
の

参
加
も
可
）

※
た
だ
し
、
小
学
二
年
生
以
下
の

児
童
・
幼
稚
園
児
は
保
護
者
同
伴

と
す
る
。

■
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
中
学
生
以
下
は

学
年
も
）、電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
九
月
十
五
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
岡
山
県
備
北
青
年
の

家
宛
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
も
受
け

付
け
ま
す
。

※
先
着
百
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
備
北
青
年
の
家

　

〒
七
一
八
�
〇
〇
〇
三　

新
見

市
高
尾
九
番
地
（
�
�
２
８
３

５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
８
４
０
・
電

子
メ
ー
ル　

bih
oku

@
city.n

i
im

i.okayam
a.jp

）

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
を 

平
成　

年
秋
に
実
施
し
ま
す

１７

　

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
は
道
路
の

国
勢
調
査
で
す
。
道
路
交
通
セ
ン

サ
ス（
全
国
道
路
交
通
情
勢
調
査
）

は
、
全
国
の
道
路
と
道
路
交
通
の

実
態
を
把
握
す
る
調
査
で
、国
、県
、

公
団
な
ど
が
共
同
で
行
う
全
国
規

模
の
調
査
で
す
。

　

調
査
は
、
一
般
交
通
量
調
査
、

自
動
車
起
終
点
調
査
、
駐
車
調
査

な
ど
を
行
い
ま
す
。
な
か
で
も
自

動
車
起
終
点
調
査
で
は
、
調
査
対

象
車
両
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
そ

おおおおおおおお

しししししししし

らららららららら

せせせせせせせせ

お

し

ら

せ
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おしらせ

交
付

・
登
記
簿
の
閲
覧
の
代
わ
り
に
、

登
記
事
項
要
約
書
の
交
付

　

ま
た
、
八
月
一
日
か
ら
登
記
情

報
交
換
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
お
り
、
九
月

十
二
日
か
ら
は
登
記
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　

登
記
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
と
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
を
し
て
い
る

法
務
局
の
間
に
お
い
て
、
通
信
回

線
を
利
用
し
、
最
寄
り
の
法
務
局

か
ら
異
な
る
法
務
局
管
轄
の
登
記

事
項
証
明
書
を
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

登
記
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
は
、

登
記
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ

れ
た
法
務
局
に
お
い
て
、
法
務
局

に
出
か
け
る
こ
と
な
く
、
自
宅
・

事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
登
記
の
内

容
を
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
法
務
局
新
見
支
局

　

（
�
�
３
１
０
３
）

吉
備
国
際
大
学
文
化
講
演
会

　

日
本
の
文
化
は
、
見
え
る
と
こ

ろ
が
半
分
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
が

も
う
半
分
あ
る
文
化
で
す
。

　

見
え
な
い
も
の
を
最
も
大
切
に

し
て
こ
ら
れ
た
小
川
一
洋
先
生
の

世
界
の
中
に
、
日
本
文
化
の
エ
ッ

セ
ン
ス
と
、
世
界
に
誇
る
日
本
の

匠
を
心
と
眼
で
見
て
み
る
と
て
も

良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

十
月
十
五
日
�

　

十
四
時
〜
十
五
時
三
十
分

■
会
場

　

高
梁
市
文
化
交
流
館
（
高
梁
市

原
田
北
町
一
二
〇
三
�
一
）

■
演
題

　

「
物
作
り
無
か
ら
有
へ
と
感
じ

た
ま
ま
に
」

■
講
師

　

小
川
一
洋
氏
（
岡
山
市
指
定
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
）

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
備
国
際
大
学
庶
務
部

　

（
�
０
８
６
６
�
２
２
�
９
４

５
４
）

切
れ
た
電
線
に
近
づ
か
な
い
で

　

切
れ
た
電
線
や
垂
れ
下
が
っ
た

電
線
は
、
感
電
の
お
そ
れ
が
あ
り

大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
近
づ
い

た
り
、
触
れ
た
り
せ
ず
に
、
中
国

電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
電
力
株
式
会
社
カ
ス
タ
マ

ー
セ
ン
タ
ー
（
�
０
１
２
０
�

４
１
３
�
８
２
３
）

の
自
動
車
の
使
用
者
を
訪
問
し
て
、

自
動
車
の
使
い
方
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
析
に
活
用
さ
れ
、
将
来
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
道
づ
く
り
計
画
の

策
定
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

　

道
路
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
、
最
も
基
本
的
な
社
会
資

本
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
土
木
部
道
路
建
設
課
（
�
０

８
６
�
２
２
６
�
７
４
６
８
）

会
社
・
法
人
の
登
記
に
つ
い
て 

新
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す

　

岡
山
地
方
法
務
局
新
見
支
局
で

は
、
八
月
一
日
か
ら
、
同
支
局
が

管
轄
（
新
見
市
）
す
る
会
社
・
法

人
の
登
記
事
務
を
順
次
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
化
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
な
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
登
記
簿

の
謄
抄
本
な
ど
の
取
扱
い
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

■
変
更
内
容

・
登
記
簿
の
謄
本
・
抄
本
の
代
わ

り
に
、
登
記
事
項
証
明
書
の
交

付
・
代
表
者
の
資
格
証
明
書
の
代
わ

り
に
、
代
表
者
事
項
証
明
書
の

◆面　積　793.27km2

◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36,987人（－１９人）
　　　男　17,617人（－９人）
　　　女　19,370人（－１０人）
　出生…２３人　　転入…５３人
　死亡…３７人　　転出…５８人
　　　世帯数　12,679世帯（＋４世帯）
　（平成１７年７月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■国民健康保険税〈３期〉
■介護保険料普通徴収
　（納付書で納める場合）〈３期〉

■納付期限／９月３０日

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料
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み
ん
な
キ
ラ
リ
☆ 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
中

　

国
体
な
ど
で
見
か
け
た
「
み
ん

な
の
キ
ラ
リ
☆
写
真
」
男
女
共
同

参
画
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
ま
す
。 

　

今
年
は
い
よ
い
よ
「
晴
れ
の
国

お
か
や
ま
国
体
」「
輝
い
て
！
お
か

や
ま
大
会
」
の
年
で
す
。

　

競
技
や
応
援
、
準
備
や
お
も
て

な
し
の
中
で
、
ぜ
ひ
「
男
女
が
と

も
に
い
き
い
き
輝
く
瞬
間
」
を
記

録
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
！ 

■
応
募
資
格

　

プ
ロ
ア
マ
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

応
募
可
能 

■
募
集
期
限

　

十
一
月
三
十
日
�
必
着

　

（
当
日
の
消
印
有
効
） 

■
写
真
サ
イ
ズ
な
ど

　

Ｌ
版
以
上
で
何
点
で
も
応
募
可

能
※
た
だ
し
、
入
賞
は
一
人
一
点 

■
賞

　

最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
二
点
、

佳
作
八
点
。
賞
品
あ
り
。

■
応
募
方
法

　

必
要
事
項
を
記
入
し
た
応
募
用

紙
を
作
品
の
裏
に
貼
り
、「
県
庁

男
女
共
同
参
画
課
」
ま
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
チ

ラ
シ
は
大
会
会
場
を
は
じ
め
、

県
内
各
市
町
村
窓
口
な
ど
に
設

け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
男

女
共
同
参
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
る
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
男
女
共
同
参
画
課 

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
３

１
３
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  h
ttp:/

/w
w

w
.pref.okayam

a.jp/sei
katsu

/dan
josan

kaku
/ph

ot
o.h

tm
l

）

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
は 

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

毎
年
絶
え
な
い
交
通
事
故
は
、

誰
も
が
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、

よ
り
い
っ
そ
う
自
賠
責
制
度
の
役

割
や
、
保
険
・
共
済
金
支
払
い
の

し
く
み
に
対
す
る
理
解
を
い
深
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ

て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動

車
一
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
保
険
・
共
済
が
、
自

賠
責
保
険
・
共
済
で
す
。
交
通
事

故
に
よ
り
加
害
者
と
な
っ
た
と
き

は
、
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償

責
任
を
負
い
ま
す
。
強
制
保
険
で

あ
る
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す

べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担

保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被

害
者
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
保

障
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

おしらせ

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
切

れ
、
か
け
忘
れ
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
岡
山

運
輸
支
局
輸
送
課

　

（
�
０
８
６
�
２
７
３
�
２
１

１
３
）　

医
学
発
展
の
た
め 

献
体
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

献
体
と
は
、
信
頼
で
き
る
医
師

を
育
て
る
た
め
、
自
ら
の
意
志
に

よ
り
死
後
の
自
分
の
身
体
を
無
償

で
提
供
す
る
制
度
で
す
。

　

岡
山
大
学
医
学
部
に
は
、医
学
・

歯
学
生
の
解
剖
実
習
の
教
材
と
し

て
自
分
の
遺
体
を
無
償
で
大
学
へ

提
供
す
る
有
志
の
団
体
「
と
も
し

び
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

良
い
医
師
・
歯
科
医
師
を
育
て

る
た
め
に
は
、
解
剖
学
の
教
育
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

学
生
た
ち
は
、
献
体
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
と
そ
の
期
待
に
応
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任

と
自
覚
を
も
つ
と
い
う
点
で
、
大

き
な
精
神
的
教
育
も
受
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
と
も
し
び
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
大
学
医
学
部
内
「
と
も
し

び
会
」（
�
０
８
６
�
２
３
５

�
７
０
９
２
）

ゆ ず り あ う マ ナ ー が キ ラリ  岡山路

■問い合わせ先　市民環境課生活交通係 ��６１２２

秋の交通安全
県民運動
９月 ２ １ 日 � ～ ３ ０ 日 �

【重点目標】
●高齢者の交通事故防止
●夕暮れ時の歩行中と自転車乗用中の交通事故防止
●シートベルト・チャイルドシートの正しい着用の徹底
●運転中の携帯電話の使用禁止と違法駐車追放の徹底
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日
本
画
は
、
洋
画
と
区
別
す
る
た
め
明
治
時

代
に
作
ら
れ
た
言
葉
で
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く

狩
野
派
、
土
佐
派
、
円
山
・
四
条
派
、
南
画
な

ど
日
本
の
伝
統
的
な
諸
派
を
総
称
し
、
そ
れ
ら

の
技
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

　

日
本
画
は
、
明

治
維
新
を
迎
え
西

洋
文
化
の
移
入
の

あ
お
り
を
受
け
、

一
時
衰
え
ま
す
が
、

明
治
時
代
半
ば
、

欧
化
政
策
の
一
環

と
し
て
日
本
に
招

木９/１
●ひとり暮らし高齢者の集い
　保健福祉センター １０：００～１５：００金２

●きらめき子ども教室
　きらめき広場・哲西 １３：００～１５：００ 土３

●第３２回川をきれいにする運動 ６：００～日４
月５
火６
●心配ごと相談 総合福祉センター １０：００～１５：００
●心配ごと相談 きらめき広場・哲西 １０：００～１５：００ 水７

●交通事故相談 山村開発センター １０：３０～１５：００ 木８
金９
●第６０回国民体育大会夏季大会ディスクゴルフ・パ
ラグライダー競技

　大佐山大日高原風の聖域一帯 １０：００～１７：００（１１日まで）
土１０

●第６０回国民体育大会夏季大会ゲートボール・デュ
アスロン競技
　神郷温泉多目的広場他 ９：００～１６：００ 
●第４４回衆議院議員総選挙・第２０回最高裁判所裁判
官国民審査 ７：００～１８：００

日１１

●市長とフリートーク
　大井野地域交流ほっとサロン １９：００～月１２

火１３
●心配ごと相談 総合福祉センター １０：００～１５：００
●市長とフリートーク
　おおさ総合センター １９：００～ 

水１４

●市長とフリートーク
　上刑部地域交流ほっとサロン １９：００～木１５

●市民海外研修米国ニューパルツ訪問（２３日まで）金１６
●きらめき子ども教室
　きらめき広場・哲西 １３：００～１５：００土１７

日１８
月１９
●消費生活相談
　本庁市民ホール相談室 １０：３０～１５：００
●市長とフリートーク
　布瀬地域交流ほっとサロン １９：００～ 

火２０

●心配ごと相談総合福祉センター　１０：００～１５：００
●法律相談（要予約） 
　総合福祉センター １０：００～１５：００
●合同相談 千屋市民センター １０：００～１５：００ 

水２１

●市長とフリートーク 田治部中央会館 １９：００～木２２
金２３
土２４
●新見市合併記念式典 まなび広場にいみ １０：００～
●哲西っ子わくわく合宿 哲西会館（１０／１まで）
●「あった！アカタケきのこ狩り」 
　備北青年の家 ９：３０～１３：３０

日２５

●市長とフリートーク 新砥公民館 １９：００～月２６
火２７
●心配ごと相談 総合福祉センター １０：００～１５：００水２８
●市長とフリートーク 夢ひろば萬歳 １９：００～木２９
●京都日本センター留学生受け入れ
　哲西支局管内（１０／２まで）金３０

●きらめき子ども教室
　きらめき広場・哲西 １３：００～１５：００土１０/１

●神郷ふるさと祭　夢すき公園 ９：３０～１６：００日２
●市長とフリートーク 哲多総合センター １９：００～ 月３
●市長とフリートーク
　福本ふれあいセンター １８：３０～ 火４

●心配ごと相談 総合福祉センター １０：００～１５：００ 水５
木６
●心配ごと相談 きらめき広場・哲西１０：００～１５：００
●ひとり暮らし高齢者の集い（遠足） １０：００～１５：００ 金７

●水源の森づくり植樹のつどい
　大佐大井野道仙後 １１：３０～１４：３０土８

行事予定 99月月・・１０１０月月

新
市
施
行
・
美
術
館
開
館　

周
年
記
念
特
別
展
�

１５

近
現
代
日
本
画
の

巨
匠
た
ち

■新見美術館（��７８５１）
休館日：５日・１２日・２０日・２６日～３０日です。

９月２５日（日）
まで

新
美術

見
館

書図 館
●哲西図書館

こども映画会
　９月１０日�　１４：００～

　　アニメ「ワンピース　ねじ

まき島の冒険」

おはなし会
　９月２４日�　１４：００～

■休館日　なし

●おおさ総合センター 
　図書コーナー 

■休館日　５日・１２日・２０日・２６日

●やまびこ広場神郷 
　図書コーナー

■休館日　毎週木曜日・３０日

●新見図書館

こどもお楽しみ会
　９月３日�　１４：００～

　　読書ボランティアによる絵

本の読み聞かせ・紙芝居・

やさしい工作など

こども映画会
　９月３日�　１５：０５～

　　アニメ「スーパーマリオの

交通安全」「りゅうの目のな

みだ」

図書館こどもフェスティバル
　１０月８日�　１０：００～

こどもの読書を考える会
　９月３日�　１５：１０～

■休館日　５日・１２日・２０日・

　　　　　２４日・２６日

か
れ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
そ
の
弟
子
岡
倉
天
心
ら

に
よ
り
日
本
画
復
興
運
動
が
起
こ
り
ま
す
。
そ

の
後
、
東
京
美
術
学
校
開
校
、
日
本
美
術
院
創

立
、
文
部
省
美
術
展
覧
会
開
設
へ
と
つ
な
が
り
、

日
本
画
の
近
代
化
が
は
か
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
流
れ
は
、
東
京
の
横
山
大
観
、
京
都
の
竹

内
栖
鳳
ら
を
中
心
に
展
開
し
、
大
正
か
ら
昭
和
、

そ
し
て
現
代
に
か
け
て
、
新
た
な
絵
画
革
新
運

動
と
と
も
に
、
数
多
く
の
個
性
豊
か
な
作
家
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
近
現
代
の
日
本
画
の
流
れ
と
と

も
に
、
近
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
日

本
画
壇
の
巨
匠
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

〜
大
観
・
栖
鳳
か
ら
奥
田
元
宋
・
平
山
郁
夫
ま
で
〜

福田平八郎《秋海棠雀》

●観覧料　一般…５００円　中高生…２５０円　小学生…１５０円
※ただし、市内の小中学生は無料。９／１９敬老の日は市内の７０歳以上の人は無料。



古紙配合率１００％再生紙を使用

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

古紙配合率再生紙１００％
を使用しています。

★10月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、９月１５日までに企画課企画広報係（��６１１４）にご一報ください。

今月、満１歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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こちら
編集室

今月の表紙

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０－３
　新見市総務企画部企画課
　��6114

■ホームページ
　http://www.city.niimi.okayama.jp/
　携帯電話でもご覧になれます

平成１７年9月1日　No.6

●この夏、市内各地でも花火大会が行

われました。都会の花火大会の、打ち

上げ花火数万発のような派手さはあり

ませんが、打ち上げ方の工夫などで、ど

の会場もとても美しく感動的でした。

今月号の取材で「おおさの花火」の写真

を撮りに行って、その綺麗さにびっく

りしましたが、見物の若者の多さにも

驚きました。近隣の市町村からも多く

の若者が集まり、交流人口増に大いに

貢献するイベントでした。

　８月１１日～１４日まで、思誠小学校体育館で

「伊能大図フロア展」が開催されました。新

見ライオンズクラブが思誠舘創立２５０年を記

念して催したもので、約２００年前に伊能忠敬

が作成した地図２１４枚が床一面に敷き詰めら

れました。訪れた人たちは地図の上を歩き、

新見などの地名を見つけては写真に収めたり、

しゃがみ込んで見入っていました。

●伊能大図フロア展●伊能大図フロア展

おた
んじょ
うび

おめ
でとう

おめ
でとう

おた
んじょ
うび

おめ
でとう

おめ
でとう

おた
んじょ
うび

おめ
でとう

おめ
でとう

 野  手   清 透   ちゃん

の て さや と

（西方／９・１３生）

�
よし

    澤   茉  亜 怜   ちゃん

ざわ ま あ れ

（正田／９・２８生）

 小  川   愛 莉   ちゃん

お がわ あい り

（哲西町畑木／９・１８生）

 真  壁   宙 希   ちゃん

ま かべ ひろ き

（金谷／９・７生）

 樽   明  日 菜   ちゃん

たる あ す な

（正田／９・２８生）

 澤  田   優 花   ちゃん

さわ だ ゆう か

（哲西町大野部／９・１７生）

 兒  山 　晃   ちゃん

こ やま あきら

（哲西町大野部／９・２２生）
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